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法
律
問
答 

あ
れ
や
こ
れ
や
　
第
44
回
　
遺
言
事
項
と
付
言
事
項

関東法律事務所　弁護士 中山 徹

Q遺言書には、どのような種類があるので
すか。

A遺言書には、自筆証書遺言や公正証書遺
言、秘密証書遺言があります。

☆　自筆証書遺言は、自筆で書く遺言書で、公
正証書遺言は、公証人に作成してもらう遺言書
で、秘密証書遺言は、内容を秘密にしながら遺
言の存在を公証人に証明してもらう遺言書です。

Q遺言書に書かれた事項については、全て法
的な効力が生じると考えてよいのですか。

A法的効力が生じる事項と法的効力が生じ
ない事項とがあります。

☆　遺言書に何を書くかは遺言者の自由なので
すが、法的効力があるか否かは別の問題で、法
的効力がある記載事項は、（法定）遺言事項と
いい、民法やその他の法律で定められています。
（法定）遺言事項以外の事項は、付言事項とい
います。

Q法的効力がある（法定）遺言事項として
は、どのようなものがあるのですか。

A財産に関する事項、身分に関する事項、遺
言執行者の指定に関する事項とがあります。

☆　詳細は、次のとおりで、全部で 14 事項あ
ります。
　１　遺産の分割
　２　相続分の指定
　３　遺贈
　４　遺言執行者の指定
　５　特別受益者の持ち戻し免除
　６　遺留分侵害額の負担割合
　７　相続財産の担保責任

　８　認知
　９　相続人の廃除
　10　未成年後見人の指定
　11　信託
　12　保険金受取人の変更
　13　一般社団法人の設立
　14　祭祀主宰者の指定

Q付言事項というのは、どのような事項で、
どういった事例が挙げられるのですか。

A付言事項というのは、遺言に追加しで記
載する法的効力のない事項のことで、遺

言書を作成するに至った事情、遺留分侵害額請
求の禁止、認知以外の婚姻、離婚、養子縁組・
離縁などの身分行為、遺言執行者指定の経緯、
埋葬場所や葬儀方法の指定等々が挙げられます。
☆　付言事項は、相続財産の分配方法に関する
事項などと異なり、法的な効力を有する事項で
はありませんが、相続の分配割合の理由を記載
して理解を求めるとか、埋葬場所や葬儀の方法
を指定したり、家族や知人に対する感謝や希望
の気持を伝えるなど、遺言者の思いや、遺言書
を作成した背景等々、種々の思いを伝えること
ができるという機能・利点があります。

Q付言事項を追加するには、必要な形式と
いうものがあるのでしょうか。

A自筆証書遺言に追加するには、自筆で記
載する必要があります。

☆　自筆仕様書遺言の本文は、自筆で記載しな
ければならないことになっているのですが、付
言事項は、本文の中の最後に記載するのが通常
ですので、本文に含まるものとして自筆で記載
しなければならないということになるのです。
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N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
は
江
戸
時
代
後
期
の
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
も
い
え
る
蔦

屋
重
三
郎
が
主
人
公
で
す
が
、
そ
の
周
辺
に
は
興
味
深
い
人
物
が
登
場
し
ま
す
。
吉
原
の
人
々
や
浮
世
絵
師
、

戯
作
者
、
ま
た
江
戸
幕
府
の
人
々
と
多
種
多
様
で
す
。
そ
の
中
の
一
人
に
大お
お
た
な
ん
ぼ

田
南
畝
が
い
ま
す
。

　

大
田
南
畝
（
1
7
4
9
年
4
月
19
日
〈
寛
延
2
年
3
月
3
日
〉
〜
1
8
2
3
年
5
月
16
日
〈
文
政
6
年
4

月
6
日
〉）
は
江
戸
時
代
後
期
、
天
明
期
を
代
表
す
る
文
人
、「
天
明
狂
歌
三
大
家
」
の
一
人
と
い
わ
れ
る
狂

歌
師
で
あ
り
、
江
戸
幕
府
に
仕
え
た
御
家
人
で
す
。

　

狂
歌
と
は
社
会
風
刺
や
皮
肉
、
滑
稽
を
盛
り
込
み
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
音
で
構
成
し
た
諧
謔
形
式

の
短
歌
の
こ
と
で
す
。

　

南
畝
は
、
1
7
4
9
（
寛
延
2
）
年
に
牛
込
仲
御
徒
町
（
現
在
の
新
宿
区
中
町
）
の
「
大お
お
た
ま
さ
と
も

田
正
智
」
の
子

と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
本
名
は
「
大お
お
た
ふ
か
し

田
覃
」。
幼
少
期
か
ら
頭
脳
明
晰
だ
っ
た
た
め
、
若
く
し
て
国
学
や

狂
詩
、
漢
詩
な
ど
を
修
得
し
て
い
ま
す
。
17
歳
で
下
級
武
士
の
父
に
倣
い
御
徒
見
習
い
と
し
て
幕
臣
と
な
り

ま
し
た
が
学
問
を
続
け
、
18
歳
の
頃
、
そ
れ
ま
で
に
書
き
溜
め
た
狂
歌
が
同
門
の
平
秩
東
作
に
見
出
さ
れ
、

1
7
6
7
（
明
和
4
）
年
狂
詩
集
『
寝
惚
先
生
文
集
』
と
し
て
刊
行
し
、
平
賀
源
内
の
称
賛
を
受
け
評
判
と

な
り
ま
し
た
。
以
降
、「
黄
表
紙
」
や
「
洒
落
本
」
を
は
じ
め
と
す
る
戯
作
に
も
着
手
し
、
本
格
的
な
文
筆
活

動
を
開
始
し
た
の
で
す
。

　

1
7
6
9
（
明
和
6
）
年
、
南
畝
は
狂
歌
師
と
し
て
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
、
四よ
も
の
あ
か
ら

方
赤
良
の
号
を
名
乗
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
結
成
し
た
の
が
「
四よ
も
れ
ん

方
連
」（
の
ち
の
山
手
連
・
四
方
側
）
と
呼
ば
れ
る
狂

歌
会
で
す
。
他
の
著
名
な
狂
歌
師
も
「
連
」
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
天
明
狂
歌
と
呼
ば
れ
る
一
大
狂
歌
ブ
ー

ム
が
巻
き
起
こ
っ
た
の
で
す
。

　

や
が
て
、
南
畝
の
狂
歌
会
に
版
元
・
蔦
屋
重
三
郎
が
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
1
7
8
1
（
天
明
元
）
年

に
は
蔦
屋
重
三
郎
が
営
む
耕
書
堂
か
ら
、
大
田
南
畝
の
黄
表
紙
評
判
記
「
菊き
く
じ
ゅ
そ
う

寿
草
」
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。
狂

歌
師
と
し
て
の
名
声
を
活
か
し
て
、
黄
表
紙
の
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
田
沼
政
権
下
の
勘
定
組
頭
土
山
宗
次
郎
に
経
済
的
な
援
助
を
得
る
よ
う
に
な
り
、

1
7
8
6
（
天
明
6
）
年
こ
ろ
に
は
、
吉
原
の
松
葉
屋
の
遊
女
三
保
崎
を
身
請
け
し
妾
と
し
て
自
宅
の
離
れ

に
住
ま
わ
せ
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

　

1
7
8
7
（
天
明
7
）
年
、
松
平
定
信
に
よ
り
寛
政
の
改
革
が
始
ま
る
と
、
田
沼
寄
り
の
幕
臣
た
ち
は
悉

く
粛
清
さ
れ
て
い
き
、
南
畝
の
経
済
的
支
柱
で
あ
っ
た
土
山
宗
次
郎
も
横
領
の
罪
で
斬
首
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
風
紀
に
関
す
る
取
り
締
ま
り
が
厳
し
く
な
り
、
版
元
の
重
三
郎
や
同
僚
の
山
東
京
伝
も
処
罰
を
受
け
ま

し
た
。
南
畝
に
は
咎
め
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
周
囲
が
断
罪
さ
れ
て
い
く
な
か
で
政
治
批
判
の
狂
歌
「
世
の

中
に
蚊
ほ
ど
う
る
さ
き
も
の
は
な
し
ぶ
ん
ぶ
と
い
ひ
て
夜
も
ね
ら
れ
ず
」
の
作
者
と
目
さ
れ
た
こ
と
や
、
田

沼
意
次
の
腹
心
だ
っ
た
土
山
宗
次
郎
と
親
し
か
っ
た
こ
と
で
目
を
付
け
ら
れ
た
と
い
う
風
評
も
絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
南
畝
は
狂
歌
の
筆
を
置
い
て
し
ま
い
、
幕
臣
と
し
て
の
職
務
に
励
み
な
が
ら
、
随

筆
な
ど
を
執
筆
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
7
9
2
（
寛
政
4
）
年
、
46
歳
の
南
畝
は
「
学
問
吟
味
登
科
済
」
が
創
設
さ
れ
た
の
を
機
に
受
験
し
、

首
席
合
格
。
1
7
9
6
（
寛
政
8
）
年
に
は
、
支
配
勘
定
に
任
用
さ
れ
ま
し
た
。
1
8
0
1
（
享
和
元
）
年
、

大
坂
銅
座
に
赴
任
。
こ
の
頃
か
ら
中
国
で
銅
山
を「
蜀
山
」と
い
っ
た
の
に
因
み「
蜀
山
人
」の
号
で
狂
歌
を
細
々

と
再
開
し
ま
し
た
。

　

1
8
2
3
（
文
政
6
）
年
、
75
歳
で
死
去
。
辞
世
の
歌
は
「
今
ま
で
は
人
の
こ
と
だ
と
思
ふ
た
に
俺
が
死

ぬ
と
は
こ
い
つ
は
た
ま
ら
ん
」
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

南
畝
の
所
縁
の
地
の
一
つ
に
浄
土
真
宗
の
覺
雲
山
浄
栄
寺
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
寺
を
、 

南
畝
は
「
甘
露
門
」
と
称
し
度
々
会
合
を
催
し
て
い
ま
し
た
。
病
身
と
な
っ
た
妾
を
こ
こ
に
移

し
た
り
も
し
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
こ
こ
は
、
俳
人
で
絵
師
（
江
戸
琳
派
の
祖
）
酒
井
抱
一
所
縁
の
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浄
栄
寺
は
、
都
営
地
下
鉄
大
江
戸
線
の
牛
込
柳
町
駅
か
ら
外
苑
東
通
り
を
曙
橋
方
向
へ
向
か
い
、
薬
王
寺
通

り
に
入
る
と
あ
り
ま
す
。
新
宿
区
指
定
有
形
文
化
財
・
建
造
物
の
山
門
は
、
1
7
7
8
（
安
永
7
）
年
の
年

号
を
も
つ
「
甘
露
門
」
と
記
さ
れ
た
扁
額
や
建
築
装
飾
の
様
式
等
か
ら
、
江
戸
時
代
後
期
の
建
築
と
推
定
さ

れ
ま
す
。
山
門
に
加
え
、「
浄
栄
寺
の
梵
鐘
」
が
新
宿
区
登
録
有
形
文
化
財
・
工
芸
品
に
、
尺
八
「
放ほ
う
げ
じ
ゃ
く

下
着
」

一
式
な
ら
び
に
普ふ

け化
尺
八
伝
授
関
連
資
料
が
新
宿
区
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

地域の話題・くらしの知識

写
真
右
、
現
在
の
中
町
、
新
宿
区
立
中
町
図
書

館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
中
、浄
栄
寺
山
門
、左
上
、

山
門
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
甘
露
門
」
の
扁
額
、

左
下
、
新
宿
区
指
定
有
形
文
化
財
・
建
造
物
で

あ
る
山
門
の
解
説
板

１
７
４
９
（
寛
延
２
）
年 

新
宿
区
中
町
（
旧
牛
込
仲
御
徒
町
）

大
田
南
畝
生
ま
れ
る

四
谷
・
牛
込
あ
の
日
、
あ
そ
こ
で 

第
5
回
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